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■CO2排出の約６割はライフスタイルに起因。

消費ベース（カーボンフットプリント）から見た
我が国の温室効果ガス排出量

調査期間は2015年1月～12月
令和2年度版環境白書より



（kg-CO2※）

・再生可能エネルギー由来の電力に切り替え 1,250
・太陽光発電設備等の設置 400
・高効率な家電製品への買い換え 380
・断熱性能の向上（現行基準への適合） 220

・自動車を使わない私用の移動（公共交通） 720
・EVへの乗り換え 520
・ライドシェア（一台当たり二人乗車） 430
・職住近接 340

・菜食を取り入れる（週２日～毎日） 100～340
・家庭の食品ロスをゼロに 50

IGES, Aalto University, and D-mat ltd. 2019. 「1.5℃ライフスタイルー脱炭素型の暮らしを実現する選択肢ー」より環境省作成

＜住宅＞

＜移動＞

＜食＞

※我が国において、家計が消費する製品・サービスのライフサイクル（資源の採取、素材の加工、
製品の製造、流通、小売、使用、廃棄）において生じる温室効果ガス排出量

■一人当たり年間7.6t-CO2※排出（2017年）
■国民一人ひとりのアクションが不可欠。

削減効果の例
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私はこれをやります！

■自宅の電気を再エネ100％に切り替えました。

■大臣車をＥＶにしました。

■環境省はペットボトルの調達（購入）をやめます。
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